
五
所川
原
市ト
烏
の
さ
え
ず
り
を
夢
ラ
 

① 	青森県五所川原市岩木町12 
	

〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

広報 

ごはり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

500号 

昭和56年 8月1日 

印刷 糊佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 678人 
	

世 帯 数 	14,582 

	

53, 043人 
	

女 27, 365人 
	

（昭和56年 7月1日現在）住民基本台帳から 

へ 
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―あなたのポケットに一冊― 

“ 57年版県民手帳” 
（発行~0月下旬） 

〇頒 	価 1部 250円 

〇お申込みは 8月 10日までに 

0お申込み先 市総務課企画室 

（云⑩ - 2111番・内線318・319番） 

〔主な内容〕 

〇日記編 こよみと行事、月間予定表、日記、天気録 

〇資料編 青森県の概要、都道府県勢一覧、市町村勢一覧 

〇名簿編 国会議員、県議会議員、県・市町村理事者、行 

政機関、教育施設、文化体育施設 

〇便覧編 年齢早見表、七曜表、その他満載 

〇別 冊 住所録 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版グ 

乳幼児の健康診査 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行ないます。該 

当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後零時30分～ 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている乳 

幼児は、ご遠慮下さい。 

I 歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和56年 4 月
生まれの乳児 

8 月12日 

市民文化 

会館別館 

（旧中央公民館） 

6 カ月児 
昭和56年 1 月
生まれの乳児 8 月19日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
月

『
 
 

昭和55年 2 月
生まれの乳児 

8 月26日 

総合防災訓練 
五所川原市で 

ロ
と
き
 
八
月
二
十
七
日

（
木
）
 

午
前
八
時
四
十
五
分
 

i
午
後
零
時
三
十
分
 

ロ
と
こ
ろ
 
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
市
内
一
円
 

主
催
 
青
森
県
、
青
森
県
防

災
会
議
、
五
所
川
原

市
、
五
所
川
原
市
防

災
会
議
 

青
森
県
地
域
防
災
計
画
、
五

所
川
原
市
地
域
防
災
計
画
及
び

防
災
関
係
機
関
の
防
災
業
務
計

画
に
基
づ
き
、
市
民
及
び
防
災

関
係
機
関
と
共
同
し
て
、
迅
速

か
つ
的
確
な
災
害
応
急
対
策
の

確
立
と
防
災
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
市
 
 

民
多
数
の
参
観
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

こ
の
訓
練
は
、
五
所
川
原
市

中
心
部
に
大
規
模
な
直
下
型
地

震
が
発
生
し
、
家
屋
の
倒
壊
、
 

電
話
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
 

堤
防
等
の
施
設
が
破
壊
さ
れ

る

と
と
も
に
、
随
所
で
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

〇
訓
練
項
目
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
 

m
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

②
現
地
災
害
警
備
本
部
設
置

訓
練
 

⑧
災
害
広
報
訓
練
 

④
交
通
規
制
訓
練
 

⑤
情
報
収
集
伝
達
訓
練
 
 

⑥
通
信
確
保
訓
練
 

⑦
地
震
対
応
訓
練
 

⑧
航
空
偵
察
訓
練
 

⑨
避
難
訓
練
 

⑩
ガ
ス
爆
発
火
災
通
報
訓
練
 

⑩
ガ
ス
検
知
訓
練
 

吻
消
火
訓
練
（
初
期
消
火
、
 

ガ
ス
火
災
消
火
、
油
火
災
 

消
火
、
自
動
車
火
災
消
火
、
 

延
焼
防
止
）
 

園
ガ
ス
遮
断
訓
練
 

⑩
救
助

・
救
出
訓
練

（
レ
ン
 

ジ
ャ
ー
、
エ
ア
マ
ッ
ト
、
 

は
し
ご
車
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
 

車
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
吊
 

り
上
げ
、

ェ
ン
ジ
ン
カ
ッ
 

タ
ー
に
よ
る
）
 

固
救
急
搬
送
訓
練
 

⑩
電
気
遮
断
訓
練
 

叩
給
水
訓
練
 

圏
電
話
施
設
応
急
復
旧
訓
練
 

⑩
炊
き
出
し
訓
練
 

四
災
害
救
助
物
資
緊
急
輸
送
 

訓
練
 

の
水
防
訓
練
 

助
ガ
ス
施
設
応
急
復
旧
訓
練
 

困
応
急
食
糧
空
輸
訓
練
 

卿
救
護
所
設
置
訓
練
 

四
医
療
訓
練
 

四
緊
急
医
薬
品
空
輸
訓
練
 

の
被
災
者
救
護
相
談
訓
練
 

困
流
出
油
拡
散
防
止
訓
練
 

四
軽
徒
橋
架
橋
訓
練
 

多
数
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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下水道工事に伴う交通規制 
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下水道工事に伴う交通規制図 

1 

I; 
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27日 

青森県 

市
で
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら

公
共
下
水
道
事
業
の
管
き
ょ
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
幹
線
一
号
線
（
錦
町
ー
岩

木
町
）
の
管
き
ょ
工
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
 

工
事
期
限
は
、
十
二
月
二
十

日
ま
で
で
す
。
 

こ
の
間
、
工
事
に
伴
う
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
、
商
店
の

皆
さ
ん
に
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
 

公
共
下
水
道
事
業
を
ご
理
解
の

う
え
、
事
故
防
止
等
に
ご
協
力

下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

(
m土父
通
規
制
は
、
上
図
の
と

お
り
で
す
。
 

②
こ
れ
ま
で
対
面
通
行

（
一
一

車
線
）
で
あ
っ
た
道
路
の
う
ち
、
 

一
部
が

一
方
通
行
（
片
側
一
車

線
）
と
な
り
ま
す
。
 

③
）
市庁
舎
構
内
の
消
防
署
前

道
路
を
工
事
期
間
中
、
 一
般
の

車
両
通
行
用
（
公
衆
用
道
路
）
 

と
し
ま
す
。
 

④
錦
町
神
社
前
十
字
路
は
、
 

八
月
十
日
か

ら
九
月
三
十
日

（
 

「
教
養
公
開
講
 

座
」
 
を
開
設
 

市
教
育
委
員
会
と
弘
前
学
院

大
学
で
は
、
常
日
頃
皆
さ
ん
が

抱
え
て
い
る
問
題
の
解
決
と
心

の
勉
強
を
す
べ
く
、
次
の
要
領

で

「
教
養
公
開
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
講
座
名
 
弘
前
学
院
大
学

教
養
公
開
講
座
 

ロ
対
象
 

一
般
市
民
（
年
齢
、
 

性
別
を
問
わ
ず
）
 

ロ
場
所
 
市
中
央
公
民
館

ロ
経
費
 
資
料
代
三
百
円

（
 

当
日
持
参
の
こ
と
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
八
月
一
一

十
四
日
（
月
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
七
ー
七
、
市
中
央
公
民
館
 

「教
養
公
開
講
座
」
係
（
倉
⑩

六
〇
五
六
番
）
 

ロ
申
込
み
方
法
 
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で

下
さ

い
。
 
（
電
話
で
も
結
構
で

す
。）
 

ロ
主
催
 
市
教
育
委
員
会
、
 
 

予
定
）
ま
で
、
川
端
町
の
山
谷

看
板
前
小
路
は
、
八
月
八
日
か

ら
九
月
十
五
日
ま
で
と
、
十
月

二
十
五
日
か
ら
＋
一
月
十
日

（
 

予
定
）
ま
で
全
面
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
 

弘
前
学
院
大
学
、

弘
前
学
院
短

期
大
学
 

講
座
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

⑩
軽
徒
橋
渡
橋

訓
練
 

別
渡
河
訓
練
 

助
水
道
施
設
応
 

急
復
旧
訓
練

闘
事
故
車
両
排
 

除
訓
練
 

関
患
者
緊
急
空

輸
訓
練
 

〇
実
施
機
関

・
団

体
 

陸
上
自
衛
隊
他

四
十
四
機
関
、
 

団
体
 

ふ
る
って
ご参
加
を
 

月 	日 時 	間 講 	師 テ 	ー 	マ 

8 月25日因 午

6
  

一
 

 

後

0
0
 
S
 
0
 
0
 

 

教
金
 
授
子
 

白
一
 

1
5
 
 

石坂洋次郎の文学と風土 

8月28日団 ク 
教
本
 
授
郷
 
良
 

I
S
 

 
敏
  

五所川原市民の健康水準にっいて 

9月】日因 ク 
教授 
山本 	正 発着験搬締諮）事の歌にっいて 

9月 4日団 ク 
教授 
秋山 繭二 老人福祉 	老人の理解と接し方― 

9月 8日因 ク 繁議武雄 日本の心と現代 
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国 

圏募 集 内 容圏 

受講者募集のお知らせ 

図飼■■囲 

市勤労青少年ホームでは、働く若人の仲間と楽しく話し合い、余 

暇に文化教養、スポーツ、レクリエーション等の活動など、ホーム 

利用者相互の交流を図っておりますので、ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格（1）市内に住所、または勤務先を有する勤労青少年 

(2）満15歳以上、満30歳までの方 

(3）以前に受講された方でも結構です。 

ロ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム（廿⑨ -⑨ 3602番） 

ロ締め切り 9月 1日まで 

ロ開講式 9月 4 日午後6時30分（市勤労青少年ホーム） 

当日、各種教室の日程表を交付します。 

ロ受講時間 午後6時30分から午後8時30分まで 

サークル、クラブ利用‘毎週） 

ダンス（社交）、泥窯師（陶芸） 

少林寺拳法 

ダンス（社交）、まなぐ（写真） 

吹奏楽、テニス（軟・硬）、 
ノぐドミ ン トン 

教室及び定員 

茶道教室（10人） 

陶芸(10人）、料理（15人）、 
絵画（ 5 人） 

煎茶（10人） 

着付（20人）、生け花（10人） 

ギター（10人）、写真（10人） 

月 

毎週 

土 

金 

木 

水 

火 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
毎

週
火
曜
日
、
 
「
軽
ス
ポ
ー
ツ

教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
 

こ
こ
ろ
よ
い
汗
を
流
し
て
 

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

ロ
場
所
 
市
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
 

ロ
種
目
 
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催

健
康
と

仲
間

づ
く
り
 

日
頃
の
悩
み
を
話
し
合

い
、
 

健
康
な
身
体
と
仲
間
づ
く
り

を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
 

ロ
開
催
日
 
毎
週
火
曜
日
 

ン
ダ
ン
ス
、
イ
ン
デ
ア
カ
ゲ
 

ー
ム
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 
市
中

央
公
民
館
「
あ
な
た
の
教
室
」
 

係
（
廿
⑩
六
〇
五
六
番
）
 

免
タ
 

八
月
四
日
（
火
）
 
虫

お
く
り
、
火
ま
つ
り
 

午
後
六
時
二
十
分
出
発
 

駅
前
i
大
町
ー
寺
町

ー
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

八
月
五
日
（
水
）
 
虫

お
く
り
 

午
前
九
時
出
発
 

駅
前
ー
布
屋
町
ー
旧
ス

タ
ー
会
館
ー
田
町
ー
新

町
ー
本
町
1
柏
原
町

ー
 

三
井
生
命
ー
中
平
井
町
 

ー
敷
島
町
ー
旭
町
ー
大

町
二
丁
目
ー
寺
町
ー
市

役
所
前
 

（運
行
は
午
後
一
時
頃

で
終
了
し
、
以
後
は
お

祭
り
広
場
で
演
技
と
審

査
会
）
 

八
月
五
日
（
水
）
 
ね

ぷ
た
 午

後
七
時
出
発
 

駅
前
ー
旭
町
ー
敷

島
町
ー
中
平
井
町
 

ー
飛
藤
商
店
ー
錦

町
ー
寺
町
ー
大
町
 

ー
旧
ロ
ー
タ
リ

ー
 

（解
散
）
 

ハ
月
六
日

（
木
）
 

ム
テ
キ
ン
グ
 

行 経 路 

身
元
不
明
死
者
の
確
認
に
ご

協
力
を
 

八
月
中
は
、
身
元
不
明
死
体

の
身
元
を
確
認
す
る
月
間
で
す
。
 

今
年
四
月
末
現
在
、
昭
和
四

十

一
年
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
な

い
家
出
人
は
、
全
国
で
七
九
、
 

〇
三
五
人
、
県
内
で
七
四
三
人
、
 

五
所
川
原
警
察
署
管
内
で
二
六

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら

身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
体
は
、
 

全
国
で
二
七
、
六
九
二
人
、
県

内
で
三
二

一
人
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
多
い
、
身
元
不

明
死
体
の
な
か

に
は
、
家
出
中

の
自
殺
や
病
死
、
あ
る
い
は
事

故
死
、
ま
た
は
犯
罪
の
被
害
者

と
な
っ
て
い
る
人
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
な
か
か
ら

一
体
で
も
多

く
身
元
を
割
り
出
し
、
家
出
人

を
探
し
て
お
ら
れ
る
方
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
県

下
二
十
警
察
署
に
相
談
所
を
開

設
し
、
資
料
を
と
り
そ
ろ
え
て
 
 

係
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

①
家
出
し

て
長
い
間
所
在
が

わ
か
ら
な
い
 

②
突
然
所
在
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
 

③
出
稼
ぎ

に
出
た
ま
ま
消
息

が
な
い
 

な
ど
、
心
当
た
り
の
方
は
、
 

ぜ
ひ
相
談
に
お

い
で
に
な
り
、
 

資
料
を
み
て
、
身
元
の
確
認
に

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
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、
 

（
 ヤ

A
 卓球二選手、中国へ 

需喝喝 山形君と福士さん 

午
前
十
時
出
発
 

駅
前

i
大
町
ー
柏

原
町
ー
敷
島
町
ー
 

旭
町

i
布
屋
町
ー
 

本
町
ー
寺
町
ー
お

祭
り
広
場
 

午
後
二
時
 

、
ン
ョー

・
サ
イ
ン
 

会

・
記
念
写
真
会
 

八
月
六
日
（
木
）
 
ね

ぷ
た
 

午
後
七
時
出
発
 

柏
原
（
山
口
水
道
）

ー
 

旭
町
ー
布
屋
町
ー
旧
ス

タ
ー
会
館
ー
田
町
ー
新

町
ー
本
町
ー
因
薬
局
（
 

解
散
）
 

八
月
七
日

（
金）
 
ね

ぷ
た
 

午
前
九
時
三
十
分
出
発

中
三
デ
パ
ー
ト
ー
本
町
 

ー
柏
原
町
ー
敷
島
町
ー
 

旭
町

i
布
屋
町
ー
旧
ス

タ
ー
会
館
（
昼
食
）
 

午
後
零
時
三
十
分
出
発

田
町
歩
道
橋
ー
田
町

ー
 

新
町
ー
本
町
ー
大
町
ー
 

旧
ロ
ー
タ
リ
ー
（
解
散
）
 

行 事 運 

 

ボ
イ
ラ
ー

技
士
 

  

試
験
に
伴
う
 

講

習
 
会
を
開

催
 

あ
す
の
世
代
、
郷
土
を
担
う

高
校
生
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
す
る

こ
と
は
市
民
一
人

一
人
の
願
い
で
す
。
 

最
近
、
青
少
年
非
行
の
ニ
ュ
 

ー
ス
の
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

高
校
生
の
飲
酒
、
喫
煙
、
深

夜
の
う
ろ

つ
き
、
万
引
、
暴
力
、
 

性
非
行
、
シ
ン
ナ

ー

・
ボ
ン
ド

の
吸
飲
な
ど
か
ら
、
 一
度
犯
し

た
罪
は
一
生
心
の
重
荷
と
な
っ
 
 

て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
大
人
の
責
任
で

高
校
生
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
と

い
う
話
し
合
い
か
ら
、
地
区

P
 

生
連
は
指
導
強
化
実
践
月
間
を

設
定
、
具
体
的
に
行
動
を
開
始

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
人
員
不
足
等
か

ら

目
が
行
き
届
か
ず
、
ど
う
し
て

も
市
民
の
協
力
が
必
要
で
す
。
 

高
校
生
の
深
夜
の
う
ろ
つ
き
 

日
本
卓
球
協
会
が
八
月
、
中

国
に
派
遣
す
る
卓
球
ジ
ュ

ニ
ア

の
部
で
、
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
二
人
の
選
手
が
参
加

す
る
が
、

こ
の
二
選
手
と
も
五

所
川
原
市
出
身
の
高
校
生
で
、
 

十
四
日
昼
、
あ
い
さ
つ
の
た
め

寺
田
市
長
を
訪
れ
た
ほ
か
、
県

卓
球
連
盟
が
中
国
か
ら
招
い
て

い
た
元
女
子
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
も
同
席
し
、
午
後
は
元
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
か
ら
技
術
指
導
を
受

け
る
な
ど
、
親
善
を
深
め
ま
し

た
。
 

中
国
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
 

五
所
川
原
一
中
出
身
の
山
形
寿

幸
君
（
一七
）
ー
三
本
木高
三
年

ー
 

と
、
五
所
川
原
二
中
出
身
の
福

士
時
子
さ
ん
（
一七
）
廿
青商
高
三

年
廿
の
二
人
。
日
本
卓
球
協
会

が
、
こ
と
し
全
国
か
ら
十
人
中
 

た
む
ろ
場
、
不
健
全
娯
楽
、
不

良
交
友
等
を
見
受
け
ま
し
た
ら
、
 

次
の
と
こ
ろ
へ
至
急
ご
連
絡
願

い
ま
す
。
 

ロ
市
内
各
高
等
学
校
生
徒
指

導
部
 

五
所
川
原
高
校
（

廿
⑩
三
〇

七
三
番
）
、五
所
川
原
農
林
高
校
 

(
e⑩
二
一

二
一
番
）
、五
所
川

原
第

一
高
校
（
廿
⑩
二
三
四
七

番
）
、五
所
川
原
工
業
高
校
（
。
 
 

国
に
派
遣
す
る
も
の
で
、
東
北
 

・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
二
人

の
割
り
当
て
の
中
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
二
人
と
も
高
校
で
は
県

内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
チ
ャ

ン

ピ
オ
ン
の
実
力
。
中
国
に
は
八

月
＋
三
日
、
日
本
を
出
発
し
、
 

同
二
十
六
日
ま
で
中
国
各
地
で

交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
こ
の
席
に
は
、
県
卓
球

連
盟
が
招
い
た
中
国
の
元
女
子

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
林
慧
郷
さ

ん
（
三七
）
も同
席
し
た
。
林
さ
ん

は
十
二
、
十
三
の
両
日
、
青
森

市
で
開
か
れ
た
卓
球
技
術
講
習
 

ロ
実
技
講
習
会
 

▽
日
時
 
八
月
十
八
日

i
一
一
 

⑩
」
「
ニ〇
四
番
）
、五
所
川
原
商

業
高
校
（
廿
⑩
五
一
五

一
番
）
、
 

五
所
川
原
東
高
校
（
云
⑩
二
〇

一
一
三番
）
 

ロ
五
所
川
原
警
察
署
防
犯
係
 

（
廿
⑩
一
一
一四
一
番
）
 

ロ
五
所
川
原
地
区
委
員
長
宅
 

（
廿⑩
ニ
九
六
九
番
）
 

（高
校

P
T
A
生
活
指
導
連

絡
協
議
会
五
所
川
原
地
区
委
員

長
 
川
嶋
桂
弐
）
 

*
*
*
*
*
**
 

*
*
*
*
*
*

*
 

会
に
出
た
後
、
十
四
日
の
五
所

川
原
教
室
に
臨
み
、
寺
田
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
も
の
で
、
市

長
公
室
で
山
形
君
、
福
士
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
、
 
「
卓
球
で
両

国
間
の
親
善
を
さ
ら
に
深
め
ま

し
ょ
う
」
と
固
い
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。
 

寺
田
市
長
は
、
中
国
に
派
遺

さ
れ
る
二
人
に
対
し
て
、
 
「
卓

球
の
本
場
中
国
で
大
い
に
技
術

を
み
が
き
上
げ
て
き
て
下
さ
い
 

」
、
ま
た
、
林
さ
ん
に
対
し

て

は
 
「
よう
こ
そ
五
所
川
原
市

へ
 

」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。
 

十
日
（
三
日
間
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
 

▽
受
講
料
 
七
千
円
 

ロ
試
験
準
備
講
習
会
 

▽
日
時
 
九
月
八
日
ー
十
一

日
（
四
日
間
）
午
前
九
時
か

ら

午
後
五
時
ま
で
 

▽
受
講
料
 
九
千
円
 

▽
テ
キ
ス
ト
代
 
三
千

八
百

円
 ロ

会
場
 
市
内
新
宮
町
、
西

北
労
働
基
準
協
会
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
八
月
十

二
日
（
定
員
八
十
人
で
締
切
り
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
内
新
宮
町

八
四
の
五
、
西
北
労
働
基
準
協

会

（
廿
⑩
六
三
三
六
番
）
 

青
少
年
の

非
行
防

止
で
お
願
い
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ま
だ
届
け
て
い
な
い
人
は
、
至
 
お

届
け
下
さ
い
。
 

急
市
社
会
課
・
国
民
年
金
係
に
 

年
金
め
は
声
レ
 

その6④ 

国
民
年
金

の
強
制
加
入
者

で
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て

も
収
入
が
少
な
く
、
生
活
が

苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
と

か
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
な
ど
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
免
除
に
は
、
法
定
免

除
と
申
請
免
除
の
二
通
り
が

あ
り
ま
す
。
 

法
定
免
除
 

次
の
①
か
②
の
と
き
に
、
 

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
 

保
険

料
の
 

納
付
の
免
除
 

ま
す
。
し
か
し
、
①
か
②
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
を
届
け

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
国
民
年
金
の
障
害
年
金

障
害
福
祉
年
金
、
母
子
（
準
 

鰐
田
さ
ん

十
万

円
寄

付
 

市
内
大
町

の
鰐
田
清
晴
さ
ん

は
七
月
八
日
、
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
＋
万

円
を
市
に
寄
付
、
寺
田
市
長
に

託
し
ま
し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
母
の
香
典
返
し

で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

母
子
）
福
祉
年
金
を

受
け
て

い
る
と
き
 

②
生
活
保
護
法
の
生
活
扶

助
、
ら
い
予
防
法
の
生
活
援

助
を
受
け
て
い
る
と
き
ー
な

ど
。
 

ま
た
、
法
定
免
除
は
、
そ

の
こ
と
が
該
当
に
な
っ
た
月

日
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会

課

・
国
民
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

国際障害者年の立て看板を寄贈 ーライオンズクラブー 
． 	 五所川原ライオンズ 五所川原ライオンズクラブ（神

勝栄会長）はこのほど、国際障害

者年の立て看板 2 組（10万円相当） 

を市に寄贈しました。 

市では、田町ポプラの橋と市庁

舎お祭り広場前に立てました。 

、
 

ロ
と
 
き
  

八
月
十
四
日
（
金

）
か
ら
十
六
日

（
日
）
ま
で
 

午
前
十
時
ー
午
後
五
時
三
十
分
 

ロ
と
こ
ろ
  

大
町
O
デ
パ

ー
ト
 

〇
即
 
売
 
 

品
…
i
銘
菓

・
民
芸
品
・
山
菜

・
海
産
物
・
食
品

・
地
酒
な
ど
 

〇
無
料
試

飲
会
  

津
軽
ワ
イ
ン

・
青
森
ァ
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
 

〇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
  

津
軽
民
謡
と
手
踊
（
午
前
十

一
時
と
午
後
ニ
時
）
 

主
催
 
西

北
五
物
産
観
光
展
運
営
協
議
会
 

（
西
北
五
の
各
市
町
村
加
盟
）
 

   

第
五回
 
西
北

五
物

産
観
光
展
 

ふ
る
さ

と
の

味
を

見
直

そ
」つ
 

 

   

    

提
出
し
 

て
下

さ
 
い
 
ノ・

 

福
祉
年
金
（
国
民
年
金

）
の
証
書
 

八
月
は
、
福
祉
年
金

（
国
民
 
今

年
の
八
月
か
ら
来
年
の
七
月

年
金
）
の
受
給
者
が
、
年
金
証
 

ま
で
の
一
年
間
の
福
祉
年
金

（
 

書
を
市
に
提
出
す
る
月
で
す
。
 

国
民
年
金
）
が
、
受
け
ら
れ
る

福
祉
年
金

（
国
民
年
金
）
は
、
 

か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
 

一
定
の
額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
 

た
り
、
他
の
公
的
年
金
を
受
け
 

十
二
月
支
給
分
の
福
祉
年
金

（
 

て
い
た
り
す
る
と
、
支
給
を
停
 
国
民
年
金

）
が
受
け
ら
れ
な
く

止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
 

な
り
ま
す
。
 

ま
す
。
 

八
月
分
の
福
祉
年
金

（
国
民

こ
の
調
査
の
た
め
、
毎
年
一
 
年
金

）
を
受
け
取
っ
た
ら
、
す

回
証
書
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
 

ぐ
に
証
書
を
市
社
会
課

・
国
民

あ
わ
せ
て
ほ
か
に
恩
給
や
年
金
 

年
金
係
か
各
支
所
、

コ
ミ
ュ
ニ

を
受
け
て
い
る
人
は
申
し
出
て
 
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
中
川
、
松
島

へ

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
 

な
お
、
住
所
を
変
更
し
て
、
 



る
た
め
、
次
の
要
領
で
学
校
体

育
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
開
放
校
 
市
立
南
小
学
校

ロ
利
用
種
目
 

ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軽
ス
ポ
 

ー
ツ
の
五
種
目
 

ロ
開
放
期
限
 
十
一
月
末
日

ロ
お
問
合
わ

せ
 
市
教
育
委
 

「
津軽
の
仏
教
」そ
の
一
 

学
校
体

育
施
設
を
開

放
 

ス
ポ

ー
ッ
活
動
に
ご

利
用
を
 

市
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
 

員
会

・
保
健
体
育
課

（
廿
⑩
一一

る
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
活
発
に
す
 
一
一
一

番

・
内
線
二
五
〇
番
）
 

市
民
講
座
を
開
催

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
八
日
（
土
）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
演
題
 

「
津
軽
の
仏
教
」
 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
毎
月
第
二

・
第
四
 

（
そ
の
一
）
 

家
）
 

ロ
講
師
 
小
館
衷
三
氏
（
弘
 

口
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

前
実
業
高
校
元
教
諭
、
郷
土
史
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

「民
謡
教
室
」
の受
講
生
を
募
集
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
次
の
 

ロ
お
間
合
わ

せ
 
市
中
央
公

日
程
で
 
「民
謡
教
室
」
を

開
催
 

民
館
、
「
あ
な
た
の
教
室
」
係
（
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

廿
⑩
六
〇
五
六
番
）
 

水
曜
日
午
後
七
時
か
ら
 

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 
が
、

次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
 

ロ
対
象
 

一
般
市
民
。
年
齢
、
 
行
い
ま
す
。
 

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

大
歓
迎
。
 

〇
八
月
十
九
日
（
水
）
午
前
 

ロ
講
師
 
長
尾
武

一
氏
 
十

時
か
ら
正
午
ま
で
、
下
平
井
 

o
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
 

前
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し

て
お

産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
五

所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程

で
「
母
親
学
級
」
を
開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
二
日
（
水
）
 

テ
ー
マ
 
「妊
娠
の
よ
ろ
こ
び
」
 

ロ
と
き
 
八
月
二
十
六
日
（
 

お
産
の
準
備
と
心
得
 

「
母親
教
室
」
を
開
催
 

水
）
、
テ

ー
マ
 
「妊
娠
中
の
生
 

活
）
 

ロ
と
き
 
九
月
三
日

（水
）
、
 

テ
ー
マ
 
「出
産
」
 

ロ
受
付
時
間
・
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
 

分
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
 

町
野
輪
商
会
前
 

ら
三
時
ま
で
、
金
山

・
青
山
荘
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結核検診を受けて下さい 
ロ対 象 16歳以上の一般市民 

ロ料 金 無料です。 

レントゲン撮影は、着物を着たままでできます。金具（ネック 

レス等）ははずして下さい。 

配布の受診票にご記入のうえ、都合のよい場所で受診して下さ 

い。なお、新市内の地区では、血圧測定も行います。 

月 	日 地 	区 	名 場 	所 時 	間 

8 月17［」 

湊 平山 タ イ ャ宅前 9 :30- 9 :50 
湊団地．八重菊 湊団地集会所前 1O:OO-1O:30 
鎌 谷 町 ． 鳥 森 鎌 谷 集 会 所 前 10:40-11:OO 

一 	ッ 	谷 大 和 山 道 場 前 11:20-11:40 
田 	園 	調 	布 前 田 商 店 前 11:50- 12:10 
松島町1丁目 .2丁目 木 村 昂 悦 宅 前 13: 10- 13: 20 
松島町 7 丁目．8 丁目 菊 地 理 容 所 前 13:40-14: 10 
松島町 4 丁目．5 丁目‘ 6T目 毛 内 商 店 前 14:20-14:50 
松 島 町 3 丁 目 松 島 会 館 前 15:00--15:30 

8 月18日 

悪 	 戸 松島コミュニテイセンター 9 :30- 9 :50 
宮 	 田 渋 谷 六 郎 宅 前 10:00-10:20 
川 	代 	田 工藤甚一郎宅前 10:30-10:50 
金 	 山 金 山 児 童 館 前 11:00-11:20 

漆 木村キ ン コ 宅前 11:30-li :50 
吹 	 畑 毛 内 光 春 宅 前 13:20- 13:40 
米 	 田 安 田 俊 夫 宅 前 13:50-14:20 

8 p119日 

東雲町．雛田町 渋 谷 駐 車 場 9 :30-10:00 
大 町 	． 	旭 町 斎 勝 駐 車 場 10:10-10:40 
東町．布屋町‘弥生町 旧 西 北 病 院 跡 10:50-11:10 
元 	 町 元 町 集 会 場 11:20-11:40 
成 田 町 ， 柳 町 北 村 商 店 前 11: 50- 12: 10 
新 	 町 I日 	警 	察 署 跡 13:10-13:50 
本町．寺町 . 岩木町，川端町 市民文化会館前 14:00-14:50 

8 月20日 

豊 	 成 エ 藤 友 衛 宅 前 9 :30- 9 :50 
福 	 山 伊 藤 獣 医 宅 前 10:oo~io:zo 
野 	 里 野 里 公 民 館 前 10:30-10:50 
野 	 里 長 橋 支 所 前 11 :00-li :20 
神 	 山 成 田 直 正 宅 前 11:30-11:50 
松 	野 	木 仙 庭 幸 市 宅 前 13: 00-13: 20 
戸 	 沢 斎 藤 精 米 所 前 13:30-13:50 
石 	田 	坂 石田坂公民館前 14:00-14:20 
若 	 山 若 山 公 民 館 前 14:30-14:50 
福 	 岡 佐 々 木 商 店 前 15:00-15:20 

8 月21日 

朝 	日 	． 	興 隆 婦 人 ホ ー ム 前 9 :30- 9 :50 
飯 	 詰 秋 元 商 店 前 10:00-10:40 
飯 	 詰 飯 詰 支 所 前 10:50-11:30 
飯 	 詰 新 岡 兵 三 宅 前 13:00-13:30 
飯 	 詰 下岩崎集会所前 13:40-14: 10 
飯 	 詰 浜舘長左エ門宅前 14:20-14:40 
飯 	 詰 野 宮 義 造 宅 前 14:50-15:10 



習 

「能力再開発の適応講習会」 

（注意） 

ロ講 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

市民相談室を:Ij用下さい 

市庁舎正面玄関から 2 階にのぼって左側に市民相談室 

を常時開設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほ 

しいこと、離婚や扶養に関する家庭問題 

などに、次の専門家が当っております。 

毎週水曜日は社会福祉協議会相談員 2 人 

毎週金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

毎月第 2, 4水曜日は県交通事故相談所員 1人 

場所は市民文化会館別館（旧中央公民館） 

なお、行政相談員（坂本甚作氏、成田栄一氏）は随時 

相談に応じています。 

無料、秘密を守ります。 

五所川原布と五所川原高等職業訓練校が協賛で、出稼

防止事業のーつとして、次のとおり講習会を開きますの

で、受講者を募集しております。 

ロ申込受付期間 8月1日出-8月20日（月） 

ロ申込み方法 市出稼対策室、五所川原高等職業訓

練校で申込み用紙を準備しておりま

すので、希望者は申し出下さい。（な

お、30人で締め切りますので早めに

お願いします） 

ロ講響対象者 市内に居住する住民のうち塗装に関

心の持っている方または塗装事業に 

従事している方 

ロ講 習 内 容 （8 月24日）オリユ．ンテーション、 

資格や免許の取り方、求人・求職の

動き、労働の安全、質疑応答 

(8月25日）塗装の原理、木工、板

金塗装の仕方 

(8月26日）総合高等職業訓練校見

学、塗装の知識と総あらい、質疑応答

ロ講 習 会 場 8 月24日～25日 市民文化会館別館 

（福祉事務所上） 

8 月26日 五所川原高等職業訓練校 

（注意） ①1日750円の日当を支給いたします。 

②講習終了後、終了証書を交付します。 

③昼食は持参願います。 
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